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入国前結核スクリーニングをめぐって

移民・移住者の
健康・感染症対策

の
健
康
支
援
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

移
民
と
結
核
の
課
題
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
７
年
に
勤
め
て
い

た
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
こ
と
で

す
。
増
加
し
て
い
た
外
国
出
生
結
核
患
者
の
診

療
に
日
々
対
応
さ
れ
る
呼
吸
器
内
科
の
先
生
方

か
ら
知
見
を
お
聞
き
し
、
医
療
従
事
者
側
も
患

者
側
も
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
を
抱
え
て
い
る
日
本

の
状
況
に
お
い
て
、
現
場
や
社
会
に
役
立
て
る

研
究
を
し
た
い
と
思
い
、
先
生
方
と
研
究
事
業

を
立
ち
上
げ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
私
は
２
０
２
０
年
か
ら
結
核
研
究

所
に
お
い
て
、
外
国
出
生
者
の
結
核
対
策
に
資

す
る
た
め
の
研
究
や
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
外
国
出
生
者
の
結
核
に
関
わ
る
課
題
は
、

保
健
医
療
の
関
係
者
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
社
会
全
体
や
国
、
そ
し
て
国
境
を

跨
い
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
な
課
題
で
あ
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
私
に
と
っ
て
重
要
な
業
務
の
一
つ
は
、

入
国
前
結
核
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
精
度
管
理
セ
ン

タ
ー
＊

の
業
務
で
、
日
本
政
府
に
よ
る
新
し
い

制
度
に
開
始
前
（
２
０
２
４
年
５
月
現
在
）
の

準
備
期
間
か
ら
関
わ
る
と
い
う
大
変
貴
重
な
経

験
を
積
ん
で
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆

入
国
前
結
核
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
日
本
で

結
核
患
者
数
の
多
い
６
カ
国
の
国
籍
を
有
し
、

中
長
期
滞
在
し
よ
う
と
す
る
方
を
対
象
に
、
日

本
入
国
前
に
母
国
で
活
動
性
結
核
に
罹
患
し
て

い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。な

お
、
海
外
か
ら
の
移
住
者
・
移
民
を
対
象

に
し
た
入
国
前
健
康
診
断
・
結
核
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
は
、M

igration
5 

（
Ｍ
５
）
と
呼
ば
れ

日
本
に
お
け
る
人
口
10
万
対
の
年
間
結
核
届

出
患
者
数
は
、２
０
２
１
年
に
９
・
２
人
と
な
り
、

同
年
、
結
核
の
低
ま
ん
延
国
（
人
口
10
万
対
10

人
未
満
）
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、
新

登
録
結
核
患
者
数
に
お
け
る
外
国
出
生
者
の
割

合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
日
本
で
結
核
と

い
う
と
、
高
齢
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
が
、
20
代
の
新
登
録
結
核
患
者
数

（
２
０
２
２
年
）の
約
８
割
は
外
国
出
生
者
で
す
。

外
国
出
生
結
核
患
者
の
出
生
国
の
約
８
割
は
、

ア
ジ
ア
６
カ
国
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆

私
は
、
約
20
年
前
か
ら
日
本
に
お
け
る
移
民

る
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
英
国
を
は
じ
め
と
す
る
諸
外

国
で
長
年
の
実
績
が
あ
り
、
移
民
の
健
康
・
感

染
症
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
移
民
の
受

け
入
れ
国
の
公
衆
衛
生
を
守
る
メ
リ
ッ
ト
と
と

も
に
、
移
民
に
お
け
る
結
核
な
ど
の
疾
病
の
早

期
診
断
と
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ
る
機
会
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
新
制
度
の
準

備
に
お
い
て
も
、
特
に
、
Ｍ
５
か
ら
得
ら
れ
る

知
見
は
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

◆　

◆　

◆

私
は
、
日
本
で
発
病
し
た
外
国
出
生
結
核
患

者
の
方
々
に
、
結
核
の
診
断
前
か
ら
、
診
断
後

の
治
療
期
間
、
治
療
後
、
と
い
う
過
程
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
に
関
わ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
外
国
出
生
結
核
患
者
は
、
若

年
成
人
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
う
し
た

方
々
が
来
日
し
て
間
も
な
い
時
期
に
、
不
慣
れ

な
異
国
で
結
核
を
発
病
す
る
と
、
医
療
に
関
す

る
情
報
や
支
援
の
不
足
、
特
に
言
語
の
壁
に
よ

っ
て
、
早
期
の
医
療
ア
ク
セ
ス
が
困
難
で
、
結

核
の
診
断
に
時
間
が
か
か
る
環
境
に
置
か
れ
や

す
い
で
す
。
こ
の
観
点
か
ら
も
、
入
国
前
結
核

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
移
住
者
が
国
境
を
越
え

る
前
に
、
母
国
で
活
動
性
結
核
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
促
進
す
る
こ
と
に
役
立
ち
、
移
住

者
が
日
本
で
健
や
か
に
社
会
生
活
を
送
る
た
め

に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
本
制
度
の
動
向
に
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ

さ
い
。
な
お
、
日
本
の
入
国
前
結
核
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
は
、
潜
在
性
結
核
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
本
制
度
が
開

始
さ
れ
た
後
も
、
引
き
続
き
国
内
各
地
に
お
け

る
結
核
健
診
・
対
策
の
継
続
・
強
化
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

＊ 厚生労働省による「日本入国前結核スクリーニング精度管理事業」を受託して実施するため、2020年4月に結核研究所内に新設。
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